
⼩児腫瘍治療後の⽅の妊娠について 

治療⽅法（⼿術療法、化学療法、放射線治療、またそれらの組み合わせ）によ

ってその影響は異なります 

1) ⼿術療法 両側卵巣摘出術後の場合、残念ながら妊娠の可能性はなくなりま

す。また卵巣からの⼥性ホルモンの分泌がありませんので、⾻や⾎管に対す

る⼥性ホルモンの働きを補うためホルモン補充療法が必要になります。 

2) 化学療法 使⽤された薬剤の種類、投与量、投与された期間、投与を受けら

れた時のあなたの年齢などが関係してきます。⼀時的に卵巣機能が低下して

も⽉経はいずれ再開し、妊娠できれば、妊娠、分娩に関してはあまり影響を

与えないとする報告がほとんどのようです。しかし早発閉経といって、⽉経

が 40 歳未満に終了してしまうことがあります。 

3) 放射線治療 これも照射線量、照射部位、治療を受けられた時のあなたの年

齢が関係してきます。また直接的影響（卵巣、⼦宮を含む⾻盤、腹部への照

射）と、間接的影響（視床下部-下垂体という卵巣の機能を調節する部位を含

む頭部への照射）に分けられます。直接的影響についてはさまざまな⽂献が

ありますが卵巣への 20Gy 以上の照射量で卵巣機能不全との関連が(18)、ま



た⼦宮への 14〜30Gy の照射量では、治療を受けられた時のあなたの年齢に

もよりますが、⼦宮の発育不全が起こり、妊娠に影響を及ぼすとする報告が

あります。頭部照射による間接的影響では 18〜24Gy では⻩体機能不全によ

る流産が、24Gy を越えると思春期遅発症や無⽉経がみられるとする報告があ

ります(19-20)。 

4) 実際の報告 

アメリカとカナダ合同の 2006 年の研究（CCSS ;The childhood Cancer 

Survivors Study）では⼩児腫瘍克服者 1264 ⼈の 2201 妊娠について検討し

ています。これによると早産率は 21.1％と対照群とくらべ、有意に多くなっ

ています。また特に⼦宮に 5Gy 以上という⾼線量の治療を受けられた⽅は早

産率、低出⽣体重児を出産される率や SGA 児といって週数に⽐して体重が⼩

さい⾚ちゃんを出産される率が⾼いと報告しています(4)。英国の 2009 年の

報告（⼩児腫瘍克服者 10483 ⼈、うち⼥性 4113 ⼈の報告）も同様で、腹部

への放射線治療を受けられた⽅では、早産率が 3.2 倍、低出⽣体重児出産が

1.9倍、12週以降の流産率が1.9倍と⾼くなると報告しています。しかし73％

の⽅は⽣産児獲得に⾄っています(9)。また 2010 年のオランダの報告では



215 ⼈の⼩児がん克服者のうち 64 ⼈が妊娠し、そのうち 40 ⼈は⽣産児を出

産できたと報告しています。この報告では腹部への放射線治療を受けられた

⽅の平均分娩週数は 34.9 週と⼀般と⽐べ早産傾向があると報告しています

(12)。 

 

妊娠、出産を考える前に 

あなたの受けられた治療内容に関する情報が⼤切になります。病気の診断⽇、

腫瘍の組織型、腫瘍ができていた部位、⾏われた治療法とその内容などが妊娠

をご希望された場合には重要になります。治療を受けられた病院でこれらの内

容をご確認ください。 

妊娠中の合併症について 

⼩児腫瘍治療後の⽅には妊娠合併症として、⾼⾎圧、児の胎位異常、流産、死

産、早産、低出⽣体重児が多いなどの報告があります。しかし治療を受けられ

た時のあなたの年齢、治療内容、お薬や放射線の投与量によって状況は異なっ

てきます。化学療法に関しては妊娠、児への影響はほとんどないとする報告が

多いものの、お薬の種類によっては⼼筋に影響を及ぼし妊娠中に⼼不全を起こ



された⽅の報告などもありますので、注意が必要です。放射線治療に関しても、

その後の⼦宮の発育に影響を及ぼすことがありこれも注意が必要です。 

なお⾚ちゃんに関しては、出産された児に先天奇形が多い、などの報告はほと

んどみられません。また⾚ちゃんの腫瘍発⽣率も、家族性腫瘍（患者個⼈の家

系内に多くみられる腫瘍）を除き、⼀般と変わりありません(13-17)。 

しかし Wilmsʼ腫瘍といって腎臓腫瘍のため側腹部より放射線治療を受けられた

⽅では（特に 25Gy 以上の⾼線量）⾚ちゃんの先天奇形の確率がやや増えると

する報告もあります(21)。 

 

分娩⽅法について 

分娩⽅法に関する指定はありません。産科的適応がある場合に帝王切開分娩が

考慮されます。 

 

産後について 

無事に出産が終われば通常の場合と特に変わりありません。しかし、腹部への

放射線照射治療を受けられた⽅は胎盤付着異常などのため、産後出⾎が多くな



る、という報告もありますので注意が必要です。 

 

                                                     2011/4/10 現在 

 今回ご紹介した内容は 2011/4/10 現在の知⾒です。今後医学の発展により新しい

知⾒が加わる可能性があります。 
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